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様式第３ 

会  議  録 

 

会   議   名 令和８年度第１回野田市障がい者基本計画推進協議会 

議題及び議題ごとの 

公開又は非公開の別 

１ 第８期野田市障がい福祉計画・第４期野田市障が

い児福祉計画の策定について（諮問）（公開） 

２ 第７期野田市障がい福祉計画・第３期野田市障が

い児福祉計画に基づく取組の進捗状況について（報

告）（公開） 

３ 第４次野田市障がい者基本計画に基づく令和７年

度の取組実績・評価及び課題、令和８年度の取組予

定について（報告）（公開） 

日       時 
令和８年７月７日（火） 

 午後２時30分から午後４時10分まで 

場       所 市役所８階大会議室 

出 席 者 氏 名 

会 長 小林 幸男 

委 員 上木  昭  柿﨑 由佳  下川原 壽 

熊澤 英也  逆井 一   清本健二郎 

増田 雅樹  白石 直美  大橋 宣彦 

米津 雄二  中村由美子  三ツ橋淑子 

西村 陽子 

事務局 

小林 智彦（福祉部長） 

大月加奈子（障がい者支援課長） 

榎本由香梨（障がい者支援課長補佐） 

星野 宏美（障がい者支援課障がい者福祉係長） 

飯塚 純子（障がい者支援課相談支援係長） 

山﨑 淳美（障がい者支援課障がい者福祉係主任主事） 

金子 正道（市政推進室参与（兼）室長） 

塚越 貴浩（交通政策室長） 

小嶋 亮 （総務部次長（兼）課長） 

福井 友規（行政管理課長補佐） 

須賀 良平（市民生活課長） 

内海 孝幸（危機管理部参与（兼）危機管理課長） 

茂木 嘉則（みどりと水のまちづくり課長） 
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野本 勝大（スポーツ推進課長補佐） 

平出 知之（管財課長） 

牧  浩司（社会福祉協議会事務局長） 

牛島 修二（福祉部参事監） 

池田 文彦（生活支援課長） 

杉下 正実（農政課長） 

内山 忠則（都市部次長（兼）都市整備課長） 

 髙梨 健 （営繕課長） 

吉田 陽子（人権・男女共同参画推進課長） 

里見 秀 （高齢者支援課長） 

宮下 幸治（児童家庭課長） 

初見亜希子（保健センター長補佐（兼）子どもの発

達相談室室長） 

秋鹿弥由紀（保健センター長） 

蓮沼 憲治（介護支援課長） 

中山 和子（地域包括支援課長） 

松崎 哲史（選挙管理委員会事務局補佐） 

大久保崇雄（教育総務課長） 

峯崎 光春（生涯学習部次長（兼）生涯学習課長） 

戸邉 昌代（興風図書館長） 

廣瀬 康之（健康子ども部次長（兼）保育課長） 

蛯原 芳幸（こぶし園長） 

山崎 正幸（学校教育部主幹） 

欠 席 委 員 氏 名  
田代かさね 髙野 紗生 谷口 勲 岩橋 直也 

石垣 幸子 

傍   聴   者 1名  

障がい者支援課長補佐 

 

 

 

 

 

 

市長 

 

障がい者支援課長補佐 

 

令和 8年 7月 7日 午後２時 30分、開会を宣言 

会議の成立を報告した。 

会議録作成のため録音機を使用すること及び意思疎

通支援について報告した。 

審議の公開について報告した。 

資料の訂正箇所について説明した。 

 

〈市長挨拶〉 

 

委員の変更について報告し、新委員より挨拶。 
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小林会長 

 

 

市長 

 

小林会長 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

上木委員 

 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

 

 

 

 

三ツ橋委員 

 

 

 

 

 

 

 

議題１ 第８期野田市障がい福祉計画・第４期野田

市障がい児福祉計画の策定について（諮問） 

 

小林会長に諮問 

 

諮問書の写しを委員に配布 

市長が退席の旨を周知 

  

〈市長退席〉 

 

事務局から諮問要旨の説明 

 

議題２ 第７期野田市障がい福祉計画・第３期野田

市障がい児福祉計画に基づく取組の進捗状況について

（報告） 

事務局から報告を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

 

資料 16ページの移動支援の中で、会議の参加目的等

で同行援護を依頼すると不足している場合があるにか

かわらず、資料では達成率が 100％を超えている。申請

に対しての達成率という考え方に内容を変更してもら

いたい。 

 

指摘のあった訪問系サービスの第 7 期計画値と進捗

状況の記載については、居宅介護から重度障害者等包

括支援までのトータルの実績値と達成率となっている

ため同行援護だけの数値ではない。ご理解いただきた

い。 

 

次期福祉計画の３ページ、インクルージョン推進の

ための協議の場の設置と目標で記され、また今期計画

でもインクルージョンを推進する体制を構築すること

とある。現在の野田市の進捗状況を伺いたい。また、

障がいの有無に関わらず家族で参加できるイベントに

ついて、市内の清水公園やポニー牧場、アクアアドベ

ンチャー等へ障がい児及び家族を年一回招待するよう

な企画は可能か、について伺いたい。 



4 

障がい者支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下川原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

 

 

 

障がいのある人もない人も交えながら一緒に楽しめ

るイベントとして、野田市では「おひさまといっしょ

に」や「サンスマイル」等を実施している。市内の小学

生や理科大生が参加したり、よさこいの踊りやポッチ

ャの体験等を行い、広く楽しめるイベントとなってい

る。しかし、８年度計画にインクルージョン推進のた

めの協議の場の設置とあるため、自立支援協議会の子

ども部等で協議できるよう努めていく。なお、清水公

園等については民間施設のため、無料で利用できるか

を市で判断することは現状では難しい。 

 

福祉施設から一般就労への移行等の中で、７期から 8

期への変更点で就労移行支援が 1.31 倍以上から 1.14

倍以上と減っているのに対し、就労 A 型や就労 B 型は

増加しているが、一般就労の移行は非常に難しいと意

味しているのか。元々どれだけいてどれだけ移行して

きたのか数値だけでは読みずらいところがある。給料

は一般就労に移っても７万から 15 万程度で厳しい現

実がある。しかし、学校教育以外でのまめっこの活動

等については、障がい者に対する配慮については野田

市には感謝している。 

 

就労移行支援が減っている点については、就労選択支

援という新たな支援が始まった経緯があるためと思わ

れる。給与面については、就労 A 型は基本的に最低賃

金、就労Ｂ型は工賃という形で支払われているが、事

業所によっても対応が異なり、計画の中で給与の事を

記せない部分はある。まめっこの活動については、市

の職員研修等、年間８から９回程度いろんな行事に参

加していただいた。知的障害のある障がい児の特性を

理解していただくために、手をつなぐ親の会のご協力

を得て実施しているが、共生社会の実現に向けて今後

もなおご協力いただきながら継続していきたい。 

 

ほかに質問を問うた。 

質問等なし。 
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上木委員 

 

 

 

 

介護支援課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上木委員 

 

 

 

 

 

市民生活課長 

 

 

 

 

三ツ橋委員 

 

 

 

 

議題３ 第４次野田市障がい者基本計画に基づく令

和７年度の取組実績・評価及び課題、令和８年度の取

組予定について（報告） 

事務局から報告を受けた。 

質問等を委員に問うた。 

 

５ページ、28の防災、防犯などの推進、避難行動要

支援者名簿の登載に関する同意書について、33％まだ

未回答とあるが、名簿対象となる者の内容と今後の動

向を知りたい。 

 

要件の該当者は、まず国基準があり、要介護３から

５までの認定を受けていて施設入所していない方、障

がい者手帳所持者のうち、身体障害者手帳 1.2 級の第

1種、身体障害者手帳体幹機能障害３級、療育手帳Ⓐま

たはＡ，精神障害者保健福祉手帳１級という対象の方、

及び以前ご希望のあった方に送付している。 

未回収の 33％の方やそれ以外の方については、意見

交換会で通知文が見づらいという意見があった点を修

正しつつ、10 月以降には 75 歳以上の独居の高齢者、

高齢者世帯等に対し改めて通知する予定。 

 

 ３ページの安全・安心な生活環境の整備、17番の評

価に関連し、５年以上前から要望を提出しているが設

置されず、県内全体でも毎年５件程度しか設置されな

い現状がある。事故があったが設置されない過去もあ

ったので対応してもらいたい。 

 

信号機の設置要望は警察公安が所管となっており、

毎年野田市としても、野田警察署を通して要望を出し

ている。今回の意見を踏まえ、今後も継続的に要望を

続けていきたい。 

 

13ページ、教育の振興、67番、2024年日経ウーマン

の記事で、小学校のトイレに行けない問題は不登校に

繋がる場合があると読んだ。子供の暑さ対策の理解が

進み、エアコンの設置に関してはかなり進んでいるよ

うだが、トイレの問題は未だ臭い、汚い、暗い、怖いと
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教育総務課長 

 

 

 

 

 

熊澤委員 

 

 

 

 

選挙管理委員会事務局長補佐 

 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

 

 

 

 

上木委員 

 

 

熊澤委員 

 

上木委員 

 

 

 

障がい者支援課長 

 

いう教育機関や支援機関があると感じており、今後の

改修計画予定はどうなっているか、その他の学校も、

早急にリニューアルされ、明るく誰でも子供たちが利

用しやすいようになるのが望ましいと考える。 

 

市内小学校が６年度までに様式化が完了しており、

中学校も現在順に改修工事を実施している。幼稚園に

ついても、設計業務を行う予定で進めている。バリア

フリートイレに関しても、様式化と合わせて小学校は

既に完了し、中学校も今年度で完了する予定。 

 

期日前投票へ行った時に担当者の話が理解できず、

手話をお願いしたが出来る方がおらず、筆談で対応と

なった。筆談では十分に意思疎通ができない人もいる

ので職員も手話ができるようにしてほしい。 

 

 投票所には、コミュニケーションボードをご用意さ

せていただいており、ボードを見ながら指差しで意思

疎通を行うものでありますが、ボードだけでは不足が

あったと思われる。 

 

市では、職員対象の手話研修を毎年実施しており、

少しでも多くの職員にろう者の方と手話で会話ができ

るよう取り組んでいる。本日の会議後においても、簡

単な手話を学ぶ時間がありますので、参加していただ

きたい。 

 

（熊澤委員に質問）投票が出来なかった人はいたの

か。 

 

筆談や身振りを見て、投票は出来た。 

 

コミュニケーションボードの大きさはどのくらい

か。また、他の部署の市役所窓口にもボードを設置し

て活用しているか。 

 

障がい者支援課では、障害者手帳をボードに記載し、

この手帳は持っているか等、簡単な応対用のボードを 
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上木委員 

 

 

小林会長 

 

 

 

 

 

 

小林会長 

用意している。他課にも設置されるよう取り組んでい

きたい。 

 

出来ればもっと大きくて見やすく、どなたにもわか

りやすいボードを設置してほしい。 

 

ほかに質問を問うた。 

質問等なし。 

その他について、事務局に問うた。 

事務局から説明を受けた。。 

  

＜手話学習＞ 

 

午後４時 10分閉会を宣言  


